


成７年より、農協に勤務しな
がら、夫婦でピーマン作りを

始めた。13年前に早期退職をしてか
らは、農業一筋。安全で良質なもの
を作るため、努力している。地元の
猟友会の仲間とお酒を飲むことが楽
しみだ。
担当地区▶久万高原町上畑野川
経営規模▶水稲48㌃、ピーマン14㌃
担当戸数▶8戸　共済部長歴▶8年

校を卒業してから、農業一筋。
今は米・麦を中心に、少し野菜

も作っている。作業の後のビールがう
まい。防犯パトロールや農業振興協
議会など、地域の役も引き受け、人との
交流を大切にしている。
担当地区▶西条市周布
経営規模▶水稲・麦６㌶、野菜10㌃
担当戸数▶20戸　共済部長歴▶7年

NOSAIえひめの県内6支所（西条・今治・松山・伊予・西予・宇和島）から共済部長
をご紹介します。

業を始めて約60年。最近では
イノシシ、シカの被害に悩まさ

れている。無農薬で米作りをしている
ため、草取りも大変だ。苦労もあるが、
妻と一緒に健康に気を付けながら、１
日１日をがんばっていきたい。
担当地区▶宇和島市祝森草木
経営規模▶水稲40㌃
担当戸数▶6戸　共済部長歴▶13年

在、会社勤めと農業の兼業で
がんばっている。農業は、手

間を惜しまないことが一番だと思う一
方、限られた時間の中で、いかに効率
よく作業できるか模索している。健康
第一で、これからも農業を続けていき
たい。
担当地区▶伊予市双海町上灘
経営規模▶水稲30㌃、キウイ18㌃
担当戸数▶17戸　共済部長歴▶1年

高

平現

農

年退職後、水稲を中心に農業
に取り組んでいるが、農業の難

しさを改めて感じている。体調に留意
しながら自然と向き合い、根気よく農
業にまい進したい。日本の農業も、過
疎化が顕著だが、今後魅力ある産業へ
発展するよう切望している。
担当地区▶四国中央市土居町下北野
経営規模▶水稲45㌃、温州ミカン17㌃
担当戸数▶32戸　共済部長歴▶3年

定 協の技術員としての経験を生か
し、４年前から本格的に農業を

始めた。将来を見据え、今は畑の基礎
管理を徹底したい。これから、農繁期
を迎え忙しくなるが、２人の子供と接す
る時間も大切にしたい。
担当地区▶西予市明浜町高山
経営規模▶温州ミカン60㌃、ポンカ
ン50㌃、せとか（露地）20㌃
担当戸数▶26戸　共済部長歴▶1年
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新
年
の
ご
挨
拶

愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事

　喜
安

　
　晃

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　農
業
共
済
制
度
は
昭
和
22
年
の
発
足
以
来
、

農
業
経
営
の
安
定
と
地
域
経
済
の
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
制
度
70
年
が
経
過
し
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
昨
年
農

業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
し
、
収
入
保

険
の
導
入
と
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　当
組
合
で
は
、
昨
年
は
、
収
入
保
険
の
導

入
に
向
け
て
、
周
知
活
動
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
は
、
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
加
入
手
続
き

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
円
滑
か
つ
的
確
な
実
施

に
向
け
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　近
年
は
、
自
然
災
害
の
規
模
が
拡
大
し
、

予
測
し
得
な
い
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
農
業
共
済
組
合
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
従
来
の
災
害
に
対
す
る
補
償

に
加
え
て
、
災
害
以
外
の
要
因
に
よ
る
収
入

減
少
の
補
て
ん
や
、
農
業
者
の
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
新
し
い
役
割
を
担
い
、

重
要
性
が
さ
ら
に
増
し
て
お
り
ま
す
。

　農
業
共
済
制
度
及
び
収
入
保
険
制
度
が
農

業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
を

続
け
る
所
存
で
す
。

　

　よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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北
宇
和
郡
鬼
北
町
で
水
稲
や
ゆ

ず
、
季
節
野
菜
を
栽
培
す
る
山
本
一

人
さ
ん
は
、
大
阪
で
飲
食
関
係
の
仕

事
に
従
事
し
た
の
ち
Ｕ
タ
ー
ン
。
父

親
か
ら
農
業
経
営
を
部
分
的
に
引
継

ぎ
、
平
成
28
年
10
月
に
就
農
し
た
。

野
菜
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ナ
バ
ナ
と
多
彩

で
、
今
の
時
期
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

栽
培
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

　
収
穫
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
入
れ
、
そ
の
上
に

氷
を
詰
め
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
。「
氷

詰
め
に
す
る
こ
と
で
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
最
適
保
存
温
度
で
あ
る
０
〜

５
度
を
保
ち
、
変
色
等
の
品
質
低
下

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
山
本

さ
ん
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
氷
詰
め
出
荷

は
、県
内
で
は
愛
南
町
が
先
駆
け
で
、

鬼
北
町
で
も
山
本
さ
ん
を
含
め
４
〜

５
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
外
に

出
荷
し
て
も
、
長
期
間
鮮
度
を
保
つ

こ
と
が
で
き
、
販
売
価
格
が
安
定
す

る
の
が
一
番
の
魅
力
。
市
場
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
山
本
さ
ん
は
、
前
職
の
経
験
を
生

か
し
た
、
京
阪
神
方
面
へ
の
米
の
販

売
ル
ー
ト
の
開
拓
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。「
将
来
は
、
経
営
規
模
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
販
売
単
価
を
上

げ
、
収
入
増
を
目
指
し
た
い
で
す
」

と
農
業
に
か
け
る
思
い
を
熱
く
語

る
。

松山

西予

伊予

今治
西条

宇和島支所発

個
性
あ
る
農
業
で

　
　地
域
活
性
に
貢
献

山本　一人さん（38歳）
（鬼北町）

西岡　亮祐さん（26歳）
（砥部町）

●●●●　●●●●

松山

西予

宇和島

今治
西条

農
業
を
継
承

　
　次
世
代
に

　
　
　つ
な
が
る
農
業
を

伊予支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

安全・安心なものを
生産し、届けます。

野菜は、手間をかけ
た分だけ良い物がで
きます。

一面に広がるカボチャ畑

　「
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
祖
父
母
が
農

業
を
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
砥
部
町
満
穂
（
旧
広
田
村
）
の

西
岡
亮
祐
さ
ん
。
ハ
ウ
ス
で
ホ
ウ
レ

ン
草
30
㌃
、
露
地
キ
ャ
ベ
ツ
50
㌃
等

野
菜
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
。

　
農
業
を
志
す
き
っ
か
け
は
、
祖
父

母
の
農
作
業
を
手
伝
っ
た
時
に
味

わ
っ
た
「
農
業
の
楽
し
さ
」
だ
っ
た

と
い
う
西
岡
さ
ん
。
愛
媛
県
立
農
業

大
学
校
を
卒
業
後
、
就
農
。
現
在
は

就
農
６
年
目
で
、
祖
父
母
と
父
、
平

成
28
年
に
結
婚
し
た
ば
か
り
の
妻
の

５
人
で
、
毎
日
農
業
に
精
を
出
す
。

　「
夏
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

ホ
ウ
レ
ン
草
の
栽
培
が
難
し
い
。
水

管
理
に
は
、特
に
気
を
付
け
ま
し
た
」

と
西
岡
さ
ん
。
身
を
も
っ
て
栽
培
の

厳
し
さ
、難
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

病
虫
害
が
多
い
ホ
ウ
レ
ン
草
と
キ
ャ

ベ
ツ
は
、
土
に
ス
ス
キ
を
混
ぜ
る
工

夫
を
施
し
、
良
い
農
作
物
が
で
き
る

よ
う
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
。「
良

い
物
が
で
き
た
時
の
や
り
が
い
は
、

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
つ
な

が
る
よ
う
な
農
業
を
し
て
い
き
た

い
」
と
西
岡
さ
ん
は
、
将
来
を
見
据

え
る
。

家族で協力して出荷作業を行う
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（砥部町）

●●●●　●●●●

松山

西予

宇和島

今治
西条

農
業
を
継
承

　
　次
世
代
に

　
　
　つ
な
が
る
農
業
を

伊予支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

安全・安心なものを
生産し、届けます。

野菜は、手間をかけ
た分だけ良い物がで
きます。

一面に広がるカボチャ畑

　「
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
祖
父
母
が
農

業
を
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
砥
部
町
満
穂
（
旧
広
田
村
）
の

西
岡
亮
祐
さ
ん
。
ハ
ウ
ス
で
ホ
ウ
レ

ン
草
30
㌃
、
露
地
キ
ャ
ベ
ツ
50
㌃
等

野
菜
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
。

　
農
業
を
志
す
き
っ
か
け
は
、
祖
父

母
の
農
作
業
を
手
伝
っ
た
時
に
味

わ
っ
た
「
農
業
の
楽
し
さ
」
だ
っ
た

と
い
う
西
岡
さ
ん
。
愛
媛
県
立
農
業

大
学
校
を
卒
業
後
、
就
農
。
現
在
は

就
農
６
年
目
で
、
祖
父
母
と
父
、
平

成
28
年
に
結
婚
し
た
ば
か
り
の
妻
の

５
人
で
、
毎
日
農
業
に
精
を
出
す
。

　「
夏
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

ホ
ウ
レ
ン
草
の
栽
培
が
難
し
い
。
水

管
理
に
は
、特
に
気
を
付
け
ま
し
た
」

と
西
岡
さ
ん
。
身
を
も
っ
て
栽
培
の

厳
し
さ
、難
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

病
虫
害
が
多
い
ホ
ウ
レ
ン
草
と
キ
ャ

ベ
ツ
は
、
土
に
ス
ス
キ
を
混
ぜ
る
工

夫
を
施
し
、
良
い
農
作
物
が
で
き
る

よ
う
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
。「
良

い
物
が
で
き
た
時
の
や
り
が
い
は
、

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
つ
な

が
る
よ
う
な
農
業
を
し
て
い
き
た

い
」
と
西
岡
さ
ん
は
、
将
来
を
見
据

え
る
。

家族で協力して出荷作業を行う
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第７号のクイズ③の答えは「ほおずき」、第８号のクイズ
④の答えは「こんにゃく」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。
当選発表は、お食事券の発送をもって発表と代えさせて
いただきます。

ひめのわ11号を読んで
クイズを解いてください。

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】
平成30年2月15日㈭消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では使用いたしません。

問　題

クイズ❼

　じいじのハウスで、お花に水やりするのがとっても好き
な葵心ちゃん。今は、保育園から帰ると、パズルに夢中。
完成すると、達成感でとても満足そうな顔をしています。
　花のように美しく、人の気持ちが分かる優しい子に成長
してもらいたいですね。（父・母より）

平岡 葵心ちゃん（３歳）
松山市

あ　こ

　家は、農業を営んでおり、自分の家で作ったお米が
一番おいしいです。休日は、友達と買い物や食事をし
て過ごします。最近、運動不足解消のためにフットサル
を始めました。体を動かして、楽しく汗をかいていま
す。将来の夢は、いいお嫁さん。

I y o  B i j i n

山本 奈央さん（20歳）
今治市

まなみ

正解者の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『霧の森レストラン』の

お食事券（1,000円分）を
　　プレゼントします。

　　ふるってご応募ください。

松
山
市
二
番
町

　
　
　
４
丁
目
４
ー
２

N
O
S
A
I
え
ひ
め

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

62 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ
）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ
」

　へのご意見・感想
を

　お書きください。

「愛農人」で紹介した砥部町の西岡さんが畑の土に混ぜているものは？

ア：もみがら　　　イ：レンゲ草　　　ウ：ススキ
問１

西条農業高等学校が開発中のうどんに使われている除草が難しい雑草は？

ア：スギナ　　　　イ：ドクダミ　　　ウ：ヨモギ
問２

青色申告承認申請書の提出期限は？

ア：３月 15日　　　イ：２月 15日　　　ウ：１月 15日
問３
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